


2017 年 1 月 29 日 読売新聞社より

「ストレス関連疾患の発症に寄与する

　　勤務状況の因子とその影響に関する研究」

★政府が求める対策に答えうるデータを目指しています★

研究代表者：笽島　茂

三重大学 医学系研究科
公衆衛生・産業医学分野 教授

「働き方改革」「働き方改革」

「働き方改革」の「実現会議」で表明した

9 項目の方針のうち「

」に貢献

する研究です。

皆さまのご協力により、健康で労働できる

より良い環境を築いていくことが可能にな

ります。

本研究は厚生労働省で行っている

につながります。


